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　東京郊外の昭島市に 10 年間棲んでいた
ころ、多摩川の河原に棲みつき、河原を切り
開き（サンタモニカ）という前代未聞の祭り
を開いた（花ちゃん）という魅惑の若者がい
た。 
　出演者にギャラ交通費を払うどころか、逆
に「出演料」として出演者が祭り基金を出し
合っていたのだ。それでも沢山の出演者が集
まり、まるでみたこともないような大家族融
合風景が放たれていた。 
　そんな美しい超マイナーな究極風景が連
鎖するかのように、代々木公園をベースに原
宿を大音響で練り歩く、スポンサー付きの
（レインボーパレード）という巨大な祭りが
巻き起こった。　その第三回目に、なぜだか、
ボクが理事に推薦され、１９９９年の秋、
代々木公園のサブステージに（花ちゃん）世
界を実現させ、メインステージではボクのプ
ロデュース＆演出で「くるくるコレクショ
ン」（愛称「くるコレ」）という前代未聞のフ
ァッションショーを挙行した。 
　このファッションショー「くるコレ」は２
時間近くも延々、炎々と続行し、そのステー
ジ上中央では画家（宮下昌也）のライブペイ
ントが渦巻いていた。 
　今、魅惑の（花ちゃん）は瀬戸内海の島に
移り棲み、画家（宮下昌也）は千葉の山中に
アトリエ、住居を構え「コヅカアート FES」
というアートな祭りを起こしていて、今年の
夏で 13回目を迎える。 
　再会は再開！！ 
　「たましいのかくじっけん」第五弾まであ
と 4年と迫る中、なぜだか突如、このアート
な祭りに家族で参加＆キャンプインするこ

とになった。そしてあれよあれよという間
に、なにものかに仕組まれたように、古くっ
て最先端の和太鼓アーティストたち
(yoluca)の直前、（いのり）の役での参加だ。
だから今、4年後の本番に向かう（刻々感）と
同じ勢いの（刻々感）が、本番に向かって、ボ
クの日常生活に息づいている。 
　再会は再開！！ 
　あれよあれよとこのよからあの世に逝っ
てしまう沢山の友達たちの中、それでも「再
会＆再開」をテーマになが～いまつりを連鎖
発酵してゆくのは、なぜ？ 
　それは、ボクやアナタが「発酵菌」的存在
だから？？誰にも封じ込められないイノチ
命いのちの種を秘めてるから？？？持って
産まれた他とは交換不可能な自分特有のイ
ノチ命いのちを絶やさず発酵し続けている
ボクやアナタ、花ちゃん、宮下さんたち。 
「コヅカアート FES」でも、参加アーティ

ストは全員（協賛金）を払うコト、そして本
番までに祭り会場を下見に来て祭りのガイ
ダンスを受けなくてはならないのだ。 
  
「たましいのかくじっけん」は 2007 年 7

月 7日七夕、タイ北部山中の桃源郷 PAI で
始まり、毎回会場が変化し、2027 年 1０月 9
日（ジョン・レノンの誕生日）に第五回目を
迎える。その祭りごと、毎回、祭りのシンボ
ルとしての建物を産み出していて、一回目、
二回目（タイ）は高床式の「六角堂」、三回目
（太一や）は三階建ての展望台「宙心閣」、第
四弾（太一や＆月の村）では月の村に９・１
１Mの「月の塔」を！！！！そして今回、第
五弾（月の村＆太一や）では、月の村広場に
直径８Mのアフガンパオを夢想しているけ
ど、はたしてその（想い）が（形）になりゆ
くのか？ 
突如と天から降り注ぐ一滴の（想い）の

雫からすべては始まり、「形」へと突き動かさ
れ、絶え間なく発酵し続け、ふくらんでゆく
発酵菌力。 
「たましいのかくじっけん」は毎回なが

～い。2007 年が七週間、2012 年が 108 日
間、2017 年が 66日間、2022 年が 22日間、

そして今回第五弾は 64日間。とにもかくも、
どんなにながくっても、祭り初日のまるごと
神事にすべてをかけ、たましいに火を起こ
し、あとは（ひとりでに）発酵連鎖してゆく
だけだから。 
（たましいのかくじっけん）第五弾では、

参加アーティストも参加者も（協賛金）や（参
加費）はないけど、「愛とお金は天下の廻りも
の」を参加者全員で産み出してゆく。 
そして、本番までのこの四年間、旅の途

上、一度は祭り会場を（下見）にきて、ほん
の一角でも、どんな形であれ、アナタのイノ
チ命いのちを祭り会場に注いでくださいね。 
祭り会場 33000 坪世界を歩き巡りアナ

タの「はまり処」を！ 
共に道や場を切り開き、アナタの「道場開

き」を！！ 
そして、 
祭り初日、2027 年 10 月 9日、全ての出

演者と神事を共にできたらサイコー♬ 
（ジョン・レノン＆愛妻はるかの誕生日） 
再会は再開！！ 
想定外の自然やヒトの猛威や妄想力のせ

いかお陰様か、今、日本中のあちらこちらに
自分の「はまり処」にはまってイノチ命いの
ちの渦を巻き起こしているひとたち。 
時代や国を超えて、この世でイノチの渦

を巻き起こしてあの世に逝ってしまったひ
とたちからの天からのインスパイヤーを受
け取るひとたち、 
そろそろと時空のボーダーを越え超え

て、それぞれのイノチ命いのちが、 
あ！っと、メルトUPし、 
う！！っと、たましいがかくはんのうし

あい、 
んっ！！！と、感染力絶大風景 
ジョン・レノンの誕生日から命日までの

64日間の祭りでの試み 
一瞬間で起きゆく（せかいどうじかくめ

い） 
　  おたがい、本番までのサバイバル、よろし
くね～🎶 
　  産まれてきてくれてありがとろん！いき
ててくれて、おめでとろん！！ 

2022 年 9月号に掲載した 『とろんの月の村通信』起の章 に続く第二弾です。

『とろんの月の村通信 承の章』 

―2027年 10月 9日から 64日間の祭り
（たましいのかくじっけん）第五弾に向けてー 

と  ろ  ん


